
別紙１（規定第６条付属書） 

 

「かづりん」着ぐるみ仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

連絡先 

 魚津市加積公民館・加積地域振興会事務局 

〒９３７－００４２  

富山県魚津市六郎丸１０６２ 

（TEL & FAX：０７６５－２４－４４４０） 

 

皆さまからの心温める

善意のおかげで、私たちが

誕生しました。 

有難うございました！ 

 

お役に立てるよう、 

元気で頑張ります！ 



《１》 着ぐるみ仕様 

 

１．着ぐるみの寸法 

 

    【かづりん】    【りんちゃん】 【かづくん】    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【かづりん】のズボン          【かづりん】の手袋 
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２．着ぐるみの構成 

 

 かづりん りんちゃん、かづくん 

① 頭部 

・重量：６.５kg 

・材質：発砲スチロール、ボア生地張り 

・視界：目とおでこにメッシュ素材使用 

② 白ズボン 

 ・材質：ボア生地 

 ・胴、足首にゴム使用 

③ 手 

 ・材質：ウレタン、ボア生地 

④ 靴 

 ・材質：ウレタン、ボア生地 

 ・靴底：ゴム底、中はサンダル仕様 

 

① 頭部 

・重量：９８０ｇ 

・材質：発砲スチロール、ボア生地張り 

・視界：目と眉間と口にメッシュ素材使用 

・内部：中はヘルメット仕様 

 

 

３．運搬用かづりんの収納箱 

 

 かづりん りんちゃん、かづくん 

① 材質：段ボール 

② 寸法：縦×横×高さ＝118×120×98 

① 材質：段ボール 

② 寸法：縦×横×高さ＝53×85×49 

 

《２》 着用者の服装 

１．頭 

 ① タオルで頭部を覆い、ヘアーバンド等でタオルを固定する 

 ② 長い髪は、ゴムでまとめる（髪がたれさせないため） 

 ③ ヘアピン、ビン止めなどは使用しない 

２．顔 

 ①  メガネ、ピアス、アクセサリーは外す 

 ②  やむを得ずメガネを使用する時は、曇止め、メガネバンドをする 

 ③  かぶる前に化粧は取る 

３．体 

 ①  長袖シャツ、パンツ、ズボン下、靴下は必ず着用 

 ②  衛生面のため、下着の上からの着用や肌を露出したランニング、短パン、素足での 

  着用は厳禁 

４．足 

 ①  素足は、衛生面と滑りやすいため不可 



《３》 貸出し、使用上の注意 

１．貸出手続 

 

 ① かづりん親子の着ぐるみを使用する場合は、加積地域振興会の「着ぐるみ貸出し規定」

に従い、所定の手続きを遵守すること 

 ② 上記使用者は、加積地域振興会・事務局（加積公民館内）から、取扱時の諸注意事項

を確認し、汚染や破損などの事故防止に努めること 

 

２．使用上の注意 

 

 ① 着用すると視野が狭くなり、動きにくくなる為、安全対策として、着ぐるみ１体につ

き１名以上の介助者がつくこと、ただし「かづりん」の着脱は２名以上で行うこと 

 ② 収納箱からの出し入れや運搬・着脱時は、別パーツ(花や芯)は絶対持たないで下さい。

（破損の恐れがあります） 

 ③ 運搬・使用中は、「つぶれ」や「こすり」などによる破損防止に留意すること 

 ④ 目はメッシュでできており、ぶつけたり、子どもがイタズラで叩いたりすると、へこ

む場合がありますので注意して下さい。 

⑤ 雨天時の屋外及び火気付近での使用、足元が濡れている場所での使用は厳禁 

 ⑥ 「かづりん」の着用者の推奨身長は１６０cm 程度（１７０ｃｍでも可） 

⑦ 「りんちゃん、かづくん」の着用者は、児童だけでなく成人でも可、ただし、１８才

未満は、保護者または着用時の同意を得ること 

⑧ 特に、真夏の炎天下では、時間を勘案し、水分の補給等、着用者の健康に留意するこ

と、「かづりん」は３０分以内、「りんちゃん、かづくん」は児童の場合、１０分程度が

望ましい 

 ⑨ 事故防止のため、「走る」など、不用意な危険行為は厳禁、途中で破損したときは、

使用をただちに中止すること 

 ⑩ 取扱時は、汚染やかびの発生防止のために、軍手をすること 

 

 

３．返却時のお願い 

 

 ① 使用後、着ぐるみは、濡れタオルで毛並みに合せ優しく表面の汚れを拭き、内部は中

性洗剤を水で薄めた液に浸し絞ったタオルで拭き取る。靴は、底の汚れをしっかり落と

す。着ぐるみと靴は風通しの良い所で陰干し、表面が乾いたら優しく毛並みを整える。 

 ② 手袋とズボンは、洗濯機でネットに入れて洗濯(あれば手洗いモードで)する。漂白剤

は絶対使用しない。 

 ② 臭いが気になった場合は、着ぐるみの外側も内側も固形石鹸を泡立ててなでるように

洗い、柔軟剤を水で薄めた液で表面に水をかけてすすぎ、タオルで水分を拭き取った後、

表面が乾いたら柔らかいブラシで表面の毛並みを整える 

 ③ 汚れがひどい場合や修復困難な破損が生じた時、清掃方法が分からない時は、独自の

処理をせず、すぐに事務局（加積公民館内）に相談すること 

（返却時は、「使用者の責任において現状復帰すること」が第８条に規定されている） 


